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虹
の
か
け
は
し

▼
今
、
世
界
中
で
戦
争
が
起
き
て
い
ま
す
。
犠
。
犠

牲
に
な
る
の
は
、
い
つ
も
何
の
罪
も
な
い
一

般
市
民
で
す
。
▼
高
市
政
権
は
、
国
会
を
通
さ

ず
、
閣
議
決
定
の
み
で
殺
傷
能
力
を
持
つ
武
器

輸
出
を
全
面
解
禁
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
武
器

製
造
企
業
と
と
も
に
、
海
外
へ
の
売
り
込
み
を

始
め
て
い
ま
す
。
国
是
と
し
て
憲
法
９
条
を
も

つ
国
の
総
理
大
臣
と
し
て
、
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
武

器
が
、
ガ
ザ
や
イ
ラ
ン
な
ど
、
他
国
の
罪
も
な

い
母
や
子
を
殺
す
こ
と
に
な
る
な
ど
、
絶
対
に

認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
▼
高
市
首
相

の
「
憲
法
を
変
え
る
」「
９
条
を
変
え
る
」
と

い
う
意
見
に
賛
成
す
る
人
は
、「
日
本
が
攻
め

ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」
と
言
い
ま
す
。
し

か
し
、
戦
後
80
年
、
我
が
国
が
攻
め
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
憲
法
が
、
９
条
が
、

私
た
ち
を
守
っ
て
き
た
こ
と
は
、
誰
が
何
と
言

お
う
と
確
固
た
る
事
実
で
す
。
も
し
攻
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
言
い

な
り
に
軍
事
力
を
世
界
第
３
位
ま
で
大
き
く
し

た
自
衛
隊
が
、
憲
法
９
条
を
破
っ
て
〝
軍
隊
〞

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
下
で
行
動
す
る
、
そ

う
し
た
こ
と
が
起
こ
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
▼
憲
法
は
変
え
な
い
。
戦
争
す
る
国
に

は
な
ら
な
い
。
９
条
に
手
を
付
け
る
な
。
決
め

る
の
は
国
民
で
す
。
今
、
日
本
中
で
「
戦
争
反

対
！
」「
９
条
を
守
れ
！
」
の
行
動
が
沸
き
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
老
い
も
若
き
も
、
す
べ
て
の

人
が
平
和
に
生
き
る
権
利
を
掲
げ
て
、「
Ｎ
ｏ

Ｗ
ａ
ｒ
！
」「
戦
争
反
対
！
」
と
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
希
望
で
す
。
▼
み
ん
な
で

憲
法
前
文
を
繰
り
返
し
読
み
ま
し
ょ
う
。
９
条

は
日
本
の
誇
り
、
世
界
の
宝
で
す
。

（
堺
エ
リ
ア
三
宝
支
部　

髙
宮
洋
子
）

大阪みなみ医療福祉生活協同組合　発行責任者：今口 朋
堺市東区南野田127番地　『くらしと医療』機関紙委員会
TEL.072-236-0420　HP http://osakaminami.net
E-mail  kumikatu-2@osakaminami.net

（第101号 毎月1日発行）2026年6月号

大阪みなみ医療福祉生協の現勢
（2026 年 5月 1日現在）

●組合員 2万7894人

●出資金 7億507万5470円

●一人平均額 2万5276円

▲「三宝水再生センター」（撮影／柚木貴雄さん　堺市西区）
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❶17年
❷14年目
❸桃山台4丁目、はびきの   
5・6・7丁目　計34件
❹桃山台に引っ越しをして、配布者がいなくて頼ま
れたから。
❺少しずつ配る範囲がふえてきて、地域を知ること
ができた。高齢になり、配るのが少しずつ難しく
なってきているので、自分一人でたくさん配らず、
手配り者をふやすことが必要だと思う。

❶1999年3月26日
❷30年
❸今池町2・3・4丁　計30件
❹診療所の30周年記念に、患者   
代表で挨拶したのがきっかけ。
❺健康づくり委員会や運営委員としても活動してい
ます。今後も体に気をつけて、無理せず頑張って
いきます。

❶1992年9月
❷30年くらい
❸現在は南余部の地域で16件   
配布している。以前は最大で   
70件ほど配布していた。
❹郵送すると高いので、自分の歩ける範囲なら協力
できると思った。
❺良かったことは、知り合いがふえたこと。顔見知
りではない組合員さんには積極的に話しかけ、交
流するようにしている。診療所に通院していない
人には医療生協の活動内容を話したり、大腸がん
検診や健康診断などの話をきっかけにしている。 
困っていることは、最近歩くのがしんどくなって
きたこと。今は数日に分けて配布するなど、日々
体調と相談しながら行っている。今後も動ける間
はいろいろと協力したい。

❶2004年10月加入
❷阪南医療生協時代から約20年
❸30部
❺合併前の阪南医療生協時代から   
機関誌の配布をしています。これまでずっと発行
が続いているのはすごいと思います。親から子へ
引き継いでの読者さんもおられます。最近は配布
しているお家も高齢の方が多くなってきましたが、
みんな顔見知りで、お会いするとついつい話が盛
り上がってしまうこともしばしばです（笑）。

『くらしと医療』『くらしと医療』 ❶医療生協に加入して何年ですか？
❷『くらしと医療』を配布して何年になりますか？
❸配布している町名と配布件数は？
❹配布するようになったきっかけは？
❺配布してよかったことや困ったこと、感想など

北野田エリア 堺エリア

羽曳野エリア

阪南エリア

山田 幸子さん
（美原支部）

谷山 多津子さん
（浅香山支部）

上村 東子さん
（埴生支部）

森 昭子さん
（春木旭町支部）
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栄
養
素
の
「
摂
り
過
ぎ
」
も

健
康
リ
ス
ク
に

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
こ

と
は
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の

基
本
で
す
。「
栄
養
が
足
り
て
い
る

か
」
を
気
に
か
け
る
こ
と
は
多
い
で

す
が
、
実
は
「
摂
り
過
ぎ
」
が
健
康

上
の
リ
ス
ク
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

食
事
摂
取
基
準
に

示
さ
れ
る
２
つ
の
指
標

健
康
増
進
法
に
基
づ
く
厚
生
労
働

大
臣
告
示
と
し
て
、「
日
本
人
の
食

事
摂
取
基
準
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
５
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
、
現
在
は

２
０
２
５
年
版
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。「

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」
で

は
、
健
康
障
害
を
回
避
す
る
た
め
の

指
標
と
し
て
「
耐
容
上
限
量（
Ｕ
Ｌ
）

※
１
」、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的

と
し
た
「
目
標
量（
Ｄ
Ｇ
）※
２
」
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●「
耐
容
上
限
量
（
Ｕ
Ｌ
）」
が
定

め
ら
れ
て
い
る
栄
養
素

脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ
、
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

の
ナ
イ
ア
シ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

６
、
葉
酸
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
カ
ル

シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
リ
ン
、

亜
鉛
、
銅
、
マ
ン
ガ
ン
、
ヨ
ウ
素
、

セ
レ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

●「
目
標
量
（
Ｄ
Ｇ
）」
が
定
め
ら

れ
て
い
る
栄
養
素

た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
飽
和
脂
肪

酸
、
炭
水
化
物
、
食
物
繊
維
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
生
栄
養
素
バ
ラ
ン

ス
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
骨
量
を
ふ
や
す
た
め
に

し
っ
か
り
摂
る
こ
と
が
す
す
め
ら
れ

る
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
が
、
過
剰
に
摂

取
す
る
と
、
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
、

高
カ
ル
シ
ウ
ム
尿
症
、
軟
組
織
の
石

灰
化
、
泌
尿
器
系
結
石
、
鉄
や
亜
鉛

の
吸
収
障
害
、
便
秘
な
ど
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
骨
と
筋
肉
の
ビ
タ
ミ
ン
と

も
い
わ
れ
る
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
多
量
の
摂
取
が
続
く

と
、
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
、
腎
障
害
、

軟
組
織
の
石
灰
化
障
害
な
ど
が
起
こ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
脂
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
は
体
内
に
蓄
積
さ
れ
や
す
い
た

め
、
過
剰
摂
取
が
続
く
と
健
康
障
害

に
つ
な
が
り
や
す
い
の
で
す
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
や

健
康
食
品
の
利
用
は
慎
重
に

普
通
の
食
事
を
し
て
い
れ
ば
、
特

定
の
栄
養
素
が
耐
容
上
限
量
を
超
え

る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
し
か
し
、
特

定
の
食
品
だ
け
を
食
べ
続
け
た
り
、

特
定
の
成
分
を
濃
縮
し
た
サ
プ
リ
メ

ン
ト
や
健
康
食
品
を
利
用
し
た
り
す

る
と
、
短
期
間
に
大
量
の
栄
養
素
を

摂
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
年
齢
や
体
の
状
態
に
よ
っ

て
も
、
栄
養
の
過
不
足
は
変
わ
り
ま

す
。
例
え
ば
高
齢
期
に
は
、
咀
嚼
・

嚥
下
能
力
の
低
下
や
、
消
化
吸
収
率

の
低
下
に
よ
り
、
必
要
な
栄
養
が
不

足
す
る
「
低
栄
養
」
が
問
題
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
腎
機

能
が
低
下
し
て
い
る
場
合
に
は
、
通

常
の
量
を
摂
っ
て
い
て
も
過
剰
症

の
リ
ス
ク
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
た
ん
ぱ
く
質
な

ど
は
、
そ
の
一
例
で
す
。

自
分
に
合
っ
た
食
生
活
を

年
齢
や
食
事
内
容
、
体
の
状
態
な

ど
を
考
え
な
が
ら
、「
日
本
人
の
食

事
摂
取
基
準
２
０
２
５
年
版
」
の
基

準
を
参
考
に
、
自
分
に
合
っ
た
適
量

を
摂
り
、
健
や
か
な
食
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

●
参
考
文
献

日
本
医
師
会
雑
誌
「
最
新
の
栄
養
管
理

と
食
事
指
導
」「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基

準
2
0
2
5
年
版
」

※
１(

Ｕ
Ｌ)

…tolerable upper intake 
leve

※
２(

Ｄ
Ｇ)

…tentative dietary goal 
for preventing life-style related 
diseases

◆
暴
君
を

　

諫
め
ず
褒
め
て
恥
ず
か
し
い

（
羽
曳
野
市　

松
浦
紀
彦
さ
ん
）

◆
奈
良
散
歩

　

ほ
ぼ
外
国
人
に
驚
愕

（
羽
曳
野
市　

立
元
千
代
子
さ
ん
）

◆
ト
ラ
ン
プ
さ
ん

　

盲
想
戦
争
も
う
イ
ラ
ン

（
岸
和
田
市　

木
岡
登
さ
ん
）

◆
桜
咲
き

　

幹
の
黒
さ
に
気
付
か
さ
れ

（
堺
市
東
区　

尾
方
仁
士
さ
ん
）

◆
春
う
ら
ら

　

頭
す
っ
き
り
パ
ズ
ル
解
く

（
羽
曳
野
市　

榊
原
裕
美
さ
ん
）

◆
が
っ
ち
り
と

　

貯
め
た
通
帳　

妻
名
義　

（
堺
市
堺
区　

藤
田
治
雄
さ
ん
）

◆
節
約
も

　

工
夫
も
楽
し
我
が
暮
ら
し

（
岸
和
田
市　

上
田
和
美
さ
ん
）

◆
核
持
つ
な

　

笑
っ
て
し
ま
う
絵
空
事

（
岸
和
田
市　

北
村
進
さ
ん
）

◆
段
々
と

　

タ
ガ
を
外
し
て
海
外
へ

（
岸
和
田
市　

藤
井
康
信
さ
ん
）

読
者
の
川
柳

◆
締
切
は　

6
月
30
日

作
品
の
送
り
先
は
12
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
北
野
田

北
野
田
診
療
所

　
管
理
栄
養
士
　

　
管
理
栄
養
士
　
山
田
　
晴
美

山
田
　
晴
美

診

察

室

よ
り
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■ 北 野 田 診 療 所　〒599-8124 堺市東区南野田127（3階組合員ホール）

●毎週月曜日　10:00 ～
●第３火曜日　13:30 ～
●参加費　100円／月

●毎週月曜日　13:30 ～
●参加費　なし

●毎週金曜日　13:30 ～ 15:00
●参加費　なし

●第2火曜日　13:30 ～
●参加費　100円／月

●毎週水曜日　13:00 ～
●参加費　100円／月

●第2・第4月曜日　13:30 ～
●参加費　なし

●第2・第4木曜日　14:00 ～
●参加費　500円／年2回

●毎週水曜日　10:00 ～
●参加費　100円／月

●第1・第2水曜日　14:30 ～
●参加費　500円／月

●第1金曜日　13:30 ～
●参加費　なし

■ 狭山みんなの診療所　〒589-0022 大阪狭山市西山台3-4-2（2階組合員ホール）

●第2～第5火曜日
　14:00 ～ 16:00
●参加費　200円／月

●実施日と集合場所について
は、☎072-367-3339までお
問い合わせください。

●参加費　無料
　（交通費は自己負担）

とんぼ

●毎週金曜日　9:30 ～ 12:00
　（5週目金曜はお休み）
●参加費　100円／月

●開催月は4月・5月・6月・
10月・11月のみ。開催日に
ついては、☎072-367-3339
までお問い合わせください。
●参加費　100円／回

●第3月曜日　13:30 ～ 15:00
（祝日と重なる場合は休み）
●参加費　100円／回

●第1火曜日・第3木曜日
　14:00 ～ 15:00
●参加費　600円／月

●毎週金曜日　9:30 ～ 12:00
　（5週目金曜はお休み）
●参加費　100円／月

※予定や内容が変更されることもあります。　※実施日が祝日の場合はお休みとさせていただきます 。

大阪みなみ医療福祉生協の組合員同士が集まって、趣味や健康のためのサークルをつくり、
主体的、自主的な活動に取り組んでいます。活動場所は、北野田診療所３階の組合員ホールと
狭山みんなの診療所２階のホールで、それぞれ決まった時間に行われています。
お気軽に見学にお越しください！ サークルに関するお問い合わせは ▼組合員活動部 ☎072-236-0420まで。
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堺 エ リ ア

３
月
27
日
、
錦
支
部
で
は
組
合
員

さ
ん
の
お
宅
を
お
借
り
し
て
班
会
を

行
い
ま
し
た
。
作
業
療
法
士
の
先
生

を
お
招
き
し
、『
尿
漏
れ
と
骨
盤
底

筋
体
操
』に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

自
分
の
意
思
に
関
係
な
く
起
き
る

尿
漏
れ
で
す
が
、
日
頃
か
ら
で
き
る

対
策
と
し
て
、
カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
膀
胱
を
刺
激
す
る
飲
料

を
控
え
る
、
体
重
を
管
理
す
る
、
膀

胱
訓
練
や
骨
盤
底
筋
体
操
を
行
う
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
骨
盤
底
筋
を
鍛
え
る
体

操
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
仰
向
け
に
寝
て
、
両
ひ
ざ

を
立
て
て
足
を
肩
幅
に
開
き
ま
す
。

尿
を
途
中
で
止
め
る
イ
メ
ー
ジ
で
尿

道
を
５
〜
10
秒
締
め
た
後
、
力
を
抜

い
て
10
秒
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。
こ

の
動
作
を
１
セ
ッ
ト
10
回
、
１
日
３

セ
ッ
ト
行
い
ま
す
。

先
生
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

さ
ん
が
仰
向
け
に
な
り
、
実
際
に

や
っ
て
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
こ
う
？
こ
れ
で
い
い
の
な
？
」
と

た
ず
ね
な
が
ら
、
積
極
的
に
身
体
を

動
か
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ど
う
し
て
も
不
安
な
方
は
、
パ
ッ

ド
を
着
け
る
と
よ
い
」
と
い
う
お
話

も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
日
々
、
学
ば

な
い
と
」「
こ
の
よ
う
な
話
は
な
か

な
か
し
な
い
の
で
、
い
い
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
あ
が
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
学
習

会
を
定
期
的
に
開
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
垂
井
）

４
月
20
日
に
行
わ
れ
た
患
者

教
室
で
は
、
千
葉
先
生
よ
り
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

つ
い
て
」
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
診
断
基
準
は
、「
腹
囲
が
基

準
値
以
上
で
あ
る
こ
と
」
と
「
中

性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
・

血
圧
・
血
糖
値
の
う
ち
、
２
つ

以
上
に
異
常
が
あ
る
こ
と
」
で

判
断
さ
れ
ま
す
。

腹
囲
に
つ
い
て
、
男
性
は
内

臓
に
脂
肪
が
つ
き
や
す
く
、
か

つ
落
と
し
や
す
い
悪
性
脂
肪
が

多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

女
性
は
皮
下
に
脂
肪
が
つ
き
や

す
く
、
か
つ
落
と
し
に
く
い
良

性
脂
肪
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
男
性
の
方
が
基
準
は
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
内
臓
脂
肪
細
胞
が
過

食
・
高
脂
肪
食
・
運
動
不
足
に

よ
り
大
型
化
す
る
と
身
体
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
ホ
ル
モ
ン
を
分

泌
す
る
た
め
、
最
悪
の
場
合
は

透
析
・
失
明
・
脳
卒
中
・
認
知
症
・

心
不
全
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
内
臓
脂
肪
細
胞
が

通
常
の
大
き
さ
の
場
合
は
、
が

ん
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
の

予
防
や
改
善
に
つ
な
が
る
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
内
臓
脂
肪
細
胞
が
大
型
化

し
な
い
よ
う
、
予
防
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
内
臓

脂
肪
を
ふ
や
さ
な
い
よ
う
食
事
や

運
動
に
気
を
つ
け
る
こ
と
、
さ
ら

に
現
在
の
自
分
の
状
況
を
確
認
す

る
た
め
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
無
料
で
受
け
ら
れ
る

健
診
も
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

私
も
腹
囲
が
気
に
な
る
の
で
、

今
年
は
ぜ
ひ
、
健
診
を
受
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
石
川
）

第
32
回
錦
支
部
総
会
が
、
4
月
29

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

祝
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堺
北
診
療

所
の
職
員
を
含
め
て
18
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
支
部
長
の
石
谷
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
続
い
て
中
尾

事
務
長
よ
り
あ
い
さ
つ
と
医
療
を
取

り
巻
く
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
錦

支
部
の
1
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
福
島
が
報
告
を
読
み
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
来
賓
と
し
て
堺
市
議
会

議
員
の
藤
本
ケ
ン
さ
ん
を
お
招
き

し
、
堺
市
の
情
勢
や
堺
市
独
自
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
お
で
か

け
応
援
制
度
の
無
償
化
が
6
月
末
か

ら
9
月
末
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
会
計
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
錦
支
部
の
今
後
の
目
標
は
、
組

合
員
を
ふ
や
し
、
日
常
的
な
つ
な
が

り
を
持
ち
な
が
ら
、
活
動
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
錦
支
部
の
事
務
を
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
山
本
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
よ
り
閉
会
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
錦
支
部　

福
島
明
美
）
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４
月
19
日
、『
健
康
ま
つ
り
』

が
開
催
さ
れ
、
５
０
０
名
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
10
時
、
安
井
実
行
委

員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
ス

タ
ー
ト
。
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
コ
ー
プ
診
療
所
の
２
階
で

は
、
大
阪
民
医
連
の
庄
司
さ

ん
に
よ
る
「
医
療
情
勢
」
に

関
す
る
お
話
や
、「
大
和
川
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
＋
」
の
歌
と
演
奏
、

健
康
体
操
や
、「
け
は
や
座
」

の
相
撲
甚
句
な
ど
が

行
わ
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
の
２
時
間
で
し

た
。１

階
の
待
合
所
で

は
、毎
年
恒
例
の
『
健

康
チ
ェ
ッ
ク
』
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回

は
隣
の
薬
局
へ
の
調

剤
体
験
の
依
頼
が
遅

れ
て
し
ま
い
不
参
加

と
な
っ
た
た
め
、
残

念
が
ら
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

抽
選
会
場
に
は
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
抽

選
に
参
加
さ
れ
る
方

の
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。

駐
車
場
で
は
、
各
支
部
か

ら
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
だ
っ
た
丹
比

支
部
の
花
販
売
は
、
仕
入
れ

の
関
係
で
縮
小
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
同
時
に
販
売
さ

れ
た
唐
揚
げ
は
、
好
評
の
う

ち
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
「
大
阪

い
ず
み
市
民
生
協
」
の
出
店

が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
の

一
番
奥
の
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た

た
め
、「
目
立
た
な
く
て
気
の

毒
だ
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

各
支
部
・
団
体
か
ら
は
、

次
の
よ
う
な
出
店
が
あ
り
ま

し
た
。

●
高
鷲
・
島
泉
支
部
…
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
花

●
中
央
支
部
…
た
こ
せ
ん

●
東
支
部
…
炊
き
込
み
ご
飯

●
藤
井
寺
支
部
…
バ
ザ
ー

●
松
原
支
部
…
抹
茶
、
和
菓

子
●
し
ら
と
り
支
部
…
バ
ザ
ー

●
恵
我
之
荘
支
部
…
た
け
の

こ
、
小
物
、
バ
ザ
ー

●
き
ず
な
…
ク
ッ
キ
ー
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト

ど
の
支
部
・
団
体
も
、
準
備

に
時
間
を
か
け
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

全
体
に
関
し
て
は
、「
と
に

か
く
テ
ン
ト
が
重
い
の
で
、
来

年
開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
軽
量

テ
ン
ト
を
買
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。ご

参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ま
、
準
備
・
運
営
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４月５日、きれいな桜の
下で『花見の会』が行われ、
楽しく交流しました。
会場では支部の「のぼり」
がよく目立ち、市民の方へ
の宣伝にもなったのではな
いでしょうか。

みんなで桜を見ながら美味しいお弁
当を食べ、コーヒーとおやつを囲みなが
ら、ワイワイガヤガヤとにぎやかな時
間を過ごしました。また、組合員さん
から美味しいイチゴの差し入れもあり、
春らしい楽しいひとときとなりました。
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4
月
7
日
、
組
合
員
交
流

会
の
お
花
見
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
集
合
時
間

が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
1
人
、

2
人
と
集
ま
り
、
総
勢
30
名

ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
央
公
園
内
に
あ
る
東
屋

を
借
り
て
お
弁
当
を
広
げ
ま

し
た
。
桜
は
満
開
で
、
花
見

に
は
も
っ
て
こ
い
で
し
た
。

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
同
士
の

会
話
に
も
花
が
咲
き
、
楽
し

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
少
し
肌
寒
か
っ

た
た
め
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
ゲ
ー

ム
な
ど
で
体
を
動
か
し
た
後
、

「
ま
た
来
年
！
」
と
声
を
か
け

合
い
、
解
散
し
ま
し
た
。

来
年
も
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

開
催
で
き
る
こ
と
を
、
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。

八
木
支
部
で
は
、
4
月
21

日
に
久
米
田
寺
大
師
ま
い
り

で
『
健
康
チ
ェ
ッ
ク
』
を
行

い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
寒
い
日
だ
っ
た

の
で
人
出
は
ぼ
つ
ぼ
つ
で
し

た
が
、
19
人
の
方
に
血
圧
測

定
と
握
力
測
定
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
医
療
生
協

の
診
療
所
に
通
っ
て
お
ら
れ

る
方
も
来
て
く
だ
さ
り
、「
真

鍋
先
生
は
お
元
気
で
す
か
？
」

な
ど
、
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

こ
の
日
は
時
間
に
余
裕
が

あ
っ
た
の
で
、
5
つ
の
お
寺

の
境
内
巡
り
を
し
て
お
参
り

を
し
た
り
、
出
店
を
見
て
回
っ

た
り
し
ま
し
た
。
た
け
の
こ

や
ネ
ギ
、
ム
カ
ゴ
、
手
づ
く

り
の
切
り
干
し
大
根
、
水
茄

子
な
ど
を
安
く
買
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
お
接
待
の
生
姜
湯

を
い
た
だ
い
て
体
も
温

ま
り
ま
し
た
。
久
米
田

寺
の
み
な
さ
ま
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
も
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
堺
北
は
、

堺
北
診
療
所
の
３
階
に
事
務
所
が
あ

り
ま
す
。
現
在
は
女
性
５
名
で
、
利

用
者
さ
ん
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
１

階
に
あ
る
診
療
所
を
受
診
さ
れ
た
際

に
介
護
相
談
を
受
け
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

複
雑
な
介
護
保
険
制
度
を

わ
か
り
や
す
く

２
０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保

険
制
度
で
す
が
、
制
度
が
改
正
さ
れ

る
た
び
に
変
更
点
が
あ
り
、「
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
使
え
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
」「
利
用
し
た
い
け
れ
ど
手
続
き

が
複
雑
で
す
す
ま
な
い
」
と
い
っ
た

声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

介
護
認
定
の
案
内
や

手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
に
は
、
ま
ず

介
護
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

認
定
を
お
持
ち
で
な

い
方
に
つ
い
て
は
、

要
支
援
１
か
ら
要
介

護
５
ま
で
の
介
護
度

を
決
め
る
た
め
の
認
定
手
続
き
が
必

要
で
す
。
私
た
ち
は
、
ご
本
人
や
ご

家
族
に
代
わ
っ
て
市
町
村
へ
申
請
し

た
り
、
必
要
な
書
類
の
案
内
や
手
続

き
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

介
護
度
が
決
ま
っ
た
ら
、
困
り
ご

と
の
解
決
方
法
を
一
緒
に
探
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば
、
体
を
動
か
し
た

い
方
や
外
に
出
た
い
方
に
は
、
デ
イ

ケ
ア
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ご
提

案
し
ま
す
。「
自
宅
に
手
す
り
を
取
り

付
け
た
い
」
と
い
っ
た
ご
相
談
が
あ

れ
ば
、
福
祉
用
具
の
担
当
者
と
一
緒

に
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

介
護
度
に
よ
っ
て
支
給
限
度
額
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
利
用
者
さ
ん

の
意
向
も
考
慮
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
を

調
整
し
ま
す
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
訪
問
と
し
て
定
期
的
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
普
段
の
様
子
を
お
伺

い
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
修
正
も
行
い
ま

す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
で
利
用
者

さ
ん
に
お
会
い
し
た
際
、
に
こ
や
か

な
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
お
元

気
な
姿
を
見
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
は
、
介

護
保
険
制
度
に
基
づ
き
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
の
相
談

に
の
り
、
最
適
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と

で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
に
必
要
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

た
り
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
間
に

立
っ
て
調
整
・
管
理
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
堺
北
で
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

を
生
か
し
、
利
用
者
さ
ん
の
日
常
の

お
困
り
ご
と
の
相
談
に
の
り
、
一
緒

に
解
決
で
き
る
よ
う
支
援
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

介
護
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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石
川
河
川
公
園
と

　
　
　
　

駒
ヶ
谷
地
区

石
川
河
川
公
園
は
、
大
阪
府
柏
原

市
か
ら
富
田
林
市
に
か
け
て
広
が

る
、
大
阪
府
営
の
都
市
公
園
で
す
。

豊
か
な
自
然
が
見
ら
れ
る
駒
ヶ
谷
地

区
や
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ

る
遊
具
広
場
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

も
安
心
し
て
遊
べ
る
幼
児
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
合

わ
せ
て
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
き
な
芝
生
広
場
で
は
、
大
人
た

ち
が
の
ん
び
り
と
寝
転
が
り
、
子
ど

も
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
楽
し
ん
だ
り
、
昆
虫
採
集
を
楽

し
ん
だ
り
で
き
ま
す
。

お
な
か
が
す
い
て
き
た
ら
、
無
料

で
利
用
で
き
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ
エ
リ
ア
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
日
曜
・

祝
日
は
朝
早
く
か
ら
場
所

が
埋
ま
る
た
め
、
早
め
の
時

間
に
行
く
の
が
お
す
す
め
で

す
。特

に
お
す
す
め
な
の
は
平

日
で
す
。
駐
車
場
は
無
料

で
、
子
ど
も
た
ち
も
さ
ま
ざ

ま
な
遊
具
で
思
う
存
分
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
昆
虫
採

集
も
楽
し
め
ま
す
。

さ
ら
に
道
路
を
渡
っ
て
す

ぐ
の
場
所
に
は
、
羽
曳
野
エ

リ
ア
の
東
支
部
が
定
期
的
に
利
用
し

て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、

大
人
も
楽
し
め
ま
す
。

電
車
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
は
、
近
鉄

駒
ヶ
谷
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
場
所
に

あ
り
ま
す
。
車
で
来
ら
れ
る
方
は
駐

車
場
も
あ
り
ま
す
が
、
満
車
に
な
る

と
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

私
の
地
元

お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト

私
の
地
元

お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト

熱気あふれるつどい　建立へ大きなステップに
日本が「平和国家」であるという礎（いしずえ）は「憲法9
条」です。その憲法9条に、いま危機が迫っています。
政府はこのほど、これまで禁止されていた、戦争で人を殺
傷する武器を外国に売ることを全面解禁しました。また、す
でにアメリカや他国と一緒になって戦闘行動ができる「集団
的自衛権の行使」を閣議決定するなど、日本を「戦争をする国」
へとすすめようとしています。
こうした危険が高まるなかで、「戦争への道」にすすんでは
ならないとストップをかけているのが「憲法9条」です。
この「憲法9条」の条文そのものを高く掲げ、平和国家とし
ての歩みをすすめようと、「憲法9条の碑」の建立が全国で取
り組まれています。
堺にも「憲法9条の碑」をたてようと、今年1月から運動が
スタートしました。そして5月2日には、「戦争する国にさせ
ない　今こそ9条を掲げて！」のつどいが開かれ、400人が参
加しました。

つどいでは、日本国憲法を擬人化し、改憲への危険を訴え
る「憲法くん」を全国で演じている芸人の松元ヒロさんのラ
イブや、平和への願いをテーマに活動している女性コーラス

グループの歌で盛り上がりました。
碑をたてる会は、300万円を目標に建
立募金に取り組むとともに、「九条の会」
や「9条改憲NO! 全国市民アクション」
などが呼びかけている新たな請願署名を
すすめ、改憲をさせない市民運動を大き
く広げようと訴えています。みなさん、
署名へのご協力をお願いいたします。

堺に憲法9条の碑をたてよう !
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◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
で
大
正
琴

の
演
奏
を
す
る
こ
と
が
ふ
え
た
。
先

日
「
ふ
る
さ
と
」
を
演
奏
す
る
と
き

に
、
あ
る
方
に
「
ふ
る
さ
と
は
ど
ち

ら
で
す
か
？
」
と
た
ず
ね
て
も
無
表

情
。
重
い
認
知
症
だ
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
、
曲
が
流
れ
て
歌
う
と
「
あ

れ
！
目
に
涙
」
と
ス
タ
ッ
フ
も
び
っ

く
り
。
帰
り
が
け
に
手
を
握
る
と
、

に
こ
っ
と
笑
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
ぼ

け
て
な
ん
か
な
い
ぞ
！
ま
た
来
る

ね
。

（
堺
市
南
区　

土
佐
い
く
子
さ
ん
）

◆
夫
に
お
弁
当
を
つ
く
る
残
り
で
、

昼
間
家
に
い
る
と
き
は
自
分
の
お
弁

当
も
用
意
し
ま
す
。
先
週
、
学
生
時

代
の
仲
良
し
と
２
人
で
、
か
つ
て

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
訪
ね
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
お
昼
頃
着
く
予
定
だ
っ
た

の
で
、
そ
の
日
は
夫
の
分
も
含
め
４

人
分
の
お
弁
当
を
つ
く
り
ま
し
た
。

彼
女
の
家
の
台
所
で
３
人
で
お
弁
当

を
食
べ
た
の
で
す
が
、「
久
し
ぶ
り

よ
、
お
弁
当
な
ん
て
。
ず
い
分
ご
ぶ

さ
た
よ
」
と
お
む
す
び
を
口
に
し
な

が
ら
、
友
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

（
泉
北
郡　

奥
野
千
寿
子
さ
ん
）

◆
寒
さ
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
、

薄
着
で
出
掛
け
ら
れ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
姿
勢
に
は
気
を
つ
け
て
い

た
は
ず
な
の
に
、
い
つ
の
ま
に
か

「
背
中
が
丸
く
な
っ
て
い
る
」
と
言

わ
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
!!
で
す
。
後
ろ

姿
く
ら
い
、
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し

て
若
く
見
え
る
よ
う
意
識
し
た
い
と

痛
感
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

（
大
阪
狭
山
市　

新
谷
麻
由
美
さ
ん
）

◆
辺
野
古
沖
転
覆
事
故
。
せ
い
ぜ
い

７
〜
８
人
も
乗
れ
ば
満
杯
の
よ
う
な

あ
の
小
さ
な
ボ
ー
ト
に
大
人
数
を
乗

せ
、
ま
た
、
引
率
の
先
生
も
乗
船
せ

ず
「
平
和
学
習
」
の
名
の
も
と
に
出

航
し
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
で
す

ね
。
学
校
の
責
任
重
大
で
す
!!

（
大
阪
狭
山
市　

川
西
彰
さ
ん
）

◆
今
年
は
春
休
み
中
、
孫
た
ち
の
お

か
げ
で
楽
し
い
時
間
を
十
分
に
過
ご

せ
ま
し
た
。
近
く
の
中
央
公
園
の
満

開
の
桜
の
下
で
、
み
ん
な
で
お
弁
当

を
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
年
甲
斐
も

な
く
２
歳
の
孫
と
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台

も
楽
し
み
ま
し
た
。

（
岸
和
田
市　

西
上
育
子
さ
ん
66
歳
）

◆
２
０
２
１
年
全
国
高
等
学
校
女
子

硬
式
野
球
選
手
権
で
優
勝
し
た
神
戸

弘
陵
高
校
の
エ
ー
ス
だ
っ
た
島
野
愛

友
利
さ
ん
（
22
歳
）
が
、
ア
メ
リ
カ

で
72
年
ぶ
り
に
誕
生
す
る
女
子
の
プ

ロ
野
球
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
と
の
こ

と
。
か
つ
て
漫
画
「
野
球
狂
の
詩
」

（
作
・
水
島
新
司
さ
ん
）
で
、
主
人

公
の
水
原
勇
気
が
、
史
上
初
の
女
性

プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
誕
生
し
た
。

大
谷
翔
平
選
手
の
よ
う
に
夢
が
現
実

に
な
る
の
な
ら
、
島
野
さ
ん
も
日
本

の
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
れ
な
い
も
の

か
。
水
原
勇
気
の
再
来
を
！

（
大
阪
狭
山
市　

天
野
勝
己
さ
ん
）

◆
桜
が
満
開
、と
て
も
美
し
い
景
色
、

気
持
ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
楽
し
い
こ
と
に
出
会
い
を
…
。

（
羽
曳
野
市　

三
波
美
代
子
さ
ん
）

◆
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
、
同
盟
と
頼
る
巨
大
国
の
大
統
領

が
世
界
を
混
乱
に
陥
れ
、
同
盟
関
係

に
あ
る
国
々
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

懸
念
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
ま

た
、
隣
の
大
国
も
な
に
か
と
我
が
国

に
対
し
て
嫌
が
ら
せ
を
続
け
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
政
策
が
最
善
な
の

か
、
今
こ
そ
真
剣
に
考
え
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
ね
。

（
松
原
市　

賀
畠
善
和
さ
ん
）

◆
２
年
前
の
秋
、
お
裾
分
け
で
い
た

だ
い
た
カ
ボ
チ
ャ
。
同
居
人
た
ち
は

好
き
じ
ゃ
な
い
の
で
食
卓
に
は
出
な

い
。
で
も
、
折
角
な
の
で
ポ
タ
ー

ジ
ュ
ス
ー
プ
に
。
す
る
と
大
好
評
。

あ
っ
と
言
う
間
に
５
つ
も
胃
の
な
か

に
…
。
そ
こ
で
去
年
の
初
夏
、
残
し

て
お
い
た
種
を
ま
く
と
芽
が
出
た
の

で
す
。
で
も
、
大
き
な
葉
が
繁
り
花

も
咲
い
た
の
に
実
が
付
き
ま
せ
ん
。

姪
の
と
こ
ろ
は
実
を
付
け
、「
初
め

て
や
わ
、
毎
日
が
楽
し
か
っ
た
わ
」

と
。
な
の
で
今
年
も
種
を
植
え
ま
し

た
。
秘
密
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

（
岸
和
田
市　

小
谷
信
子
さ
ん
）

◆
４
月
号
の
『
く
ら
し
と
医
療
』
表

紙
の
各
地
の
桜
、
そ
れ
ぞ
れ
心
が
和

み
ま
す
ね
。
な
の
に
我
が
家
の
桜
の

大
木
は
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

に
や
ら
れ
て
と
う
と
う
伐
採
す
る
こ

と
に
。
40
年
前
に
入
居
し
て
以
来
、

毎
年
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
の
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

（
堺
市
南
区　

奧
村
健
二
さ
ん
）

●「組合員さんの声」への投稿は150字以内でお願いします。●紙面の都合上、いただいたお声の全てを掲載できません。ご理解くださいますようお願いいたします。●「組合員さんの声」への投稿は150字以内でお願いします。●紙面の都合上、いただいたお声の全てを掲載できません。ご理解くださいますようお願いいたします。

『原水爆禁止2026年世界大会』
〈ヒロシマ〉参加者募集 !!
◆ 広島大会  8月4日㊋〈日帰り予定〉

▼参加資格あり、詳しくは   
お電話でお問い合わせください

大阪みなみ医療福祉生協
　　 組合員活動部
☎072-236-0420

10名募集 !

『くらしと医療』7・8月合併号のお知らせ
『くらしと医療』7・8月号は、猛暑のなかを配布に
協力していただいているみなさまの熱中症予防と安
全確保、あわせて印刷・紙代などのコスト削減のため、
合併号として発行いたします。
なお、合併号は7月中旬以降の発行となりますので、
なにどぞご理解とご協力をよろしくお願いします。

ミンイケズル
テイスウサクゲン
（民意削る定数削減）

ンツマシイククン
ハンカテウカイ

ク カ

マ
ツ

ハ
カ

シ イ

ン

ズケ

ルミ

サ ス

ゲ

▲

3
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の

　

正
し
い
答
え

▲

出
題
ミ
ス
に
よ
り
誤
っ
て
で
き

て
し
ま
っ
た
答
え

た
い
へ
ん
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
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●
開
催
日
：

２
０
２
６
年
４
月
25
日
（
土
）

●
場
所
：

北
野
田
診
療
所
３
階
会
議
室

●
出
席
状
況
：

理
事
24
／
27
名
参
加

監
事
２
／
３
名
参
加

【
報
告
事
項
】

①
大
阪
民
医
連
、
全
日
本
民
医
連
発

信
資
料
、
生
協
関
係
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
北
海
道
・
東
北
地
域

の
地
震
発
生
に
お
け
る
民
医
連
の

各
事
業
所
の
被
害
状
況
の
報
告
、

大
阪
民
医
連
の
会
長
が
交
代
し
た

と
の
報
告
、
特
別
国
会
で
国
会
議

員
要
請
行
動
に
当
法
人
よ
り
職
員

組
合
員
３
名
参
加
し
た
こ
と
の
報

告
を
受
け
た
。
医
療
福
祉
生
協
連

総
会
の
代
議
員
に
２
名
、
大
阪
府

生
協
連
総
会
の
代
議
員
１
名
を
選

出
し
た
こ
と
の
報
告
を
受
け
た
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
11
月
６
日
に

行
わ
れ
た
消
費
生
活
協
同
組
合
の

検
査
結
果
が
通
知
さ
れ
、
指
摘
事

項
に
対
し
是
正
報
告
書
を
提
出
済

み
で
、
総
代
会
で
定
款
、
規
程
の

変
更
を
す
る
こ
と
の
報
告
を
受
け

た
。

②
人
事
、労
務
関
係
に
つ
い
て
、コ
ー

プ
診
療
所
の
看
護
師
１
名
を
５
月

１
日
付
け
で
非
常
勤
か
ら
常
勤
へ

転
換
す
る
こ
と
の
報
告
を
受
け

た
。
労
組
と
の
定
期
協
議
に
つ
い

て
、
職
場
代
表
の
改
選
、
春
闘
要

求
に
つ
い
て
別
紙
に
基
づ
き
報
告

を
受
け
た
。

③
別
紙
に
基
づ
き
、
３
月
度
の
経
営

概
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た

後
、
第
16
回
法
人
内
経
営
対
策
委

員
会
の
報
告
と
、
各
エ
リ
ア
の
担

当
か
ら
、
経
営
概
況
の
報
告
を
受

け
た
。

④
別
紙
に
基
づ
き
狭
山
み
ん
な
の
診

療
所
建
設
委
員
会
の
報
告
を
受
け

た
。

⑤
組
合
員
活
動
・
社
保
平
和
活
動
の

報
告
の
後
、
各
エ
リ
ア
担
当
理
事

か
ら
活
動
状
況
の
報
告
及
び
、『
堺

に
憲
法
９
条
の
碑
を
た
て
る
会
』

の
報
告
を
受
け
た
。

【
討
議
・
承
認
事
項
】

①
第
10
回
通
常
総
代
会
に
む
け
て
、

選
挙
区
ご
と
の
総
代
定
数
及
び
立

候
補
、
推
薦
受
付
期
間
、
総
代
選

挙
期
間
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。

グンジヒフヤシタミマ
ズシク（軍事費増やし
民貧しく）

4月号の当選者と答え

松内千加子さん、清水秀香さん、村田晴

美さん、田中義子さん、溝端輝己さん、

名越幸雄さん、藤本喜久子さん、和田利

雄さん、矢野京子さん、橋本信子さん、

賀畠善和さん、三波美代子さん、新谷麻

由美さん、小野滋子さん、堀口昌弘さん

●応募総数…84通　●正解者数…82名

解　

答

A B C D E F G H I

J K L M N Ｏ Ｐ Ｑ

理  

事  

会  

通  

信

3月度 経営概況
実　績 予算差 前年同月の実績差

事業収益 9343万円 ▲1430万円 ▲615万円

事業費用 1億3万円 ▲96万円 43万円

経常利益 ▲532万円 ▲1212万円 ▲1145万円

タ
テ
の
キ
ー

①
雷
鳴
と
共
に
降
る
雨

②
蛾
な
ど
の
幼
虫
で
毛
の
な
い  

も
の

③
―
―
突
く
雨
で
ず
ぶ
濡
れ
に

な
っ
た

④
―
―
の
呼
吸
で
仕
事

⑤
♪
―
―
の
葉
さ
ら
さ
ら

⑥
被
告
の
対

⑧
硬
貨
。
ワ
ン
―
―

⑩
乱
丁
・
―
―
あ
れ
ば
交
換

⑫
―
―
・
書
き
・
算
盤

⑬
気
持
ち
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

こ
と

⑭
―
―
に
な
り
ま
し
た
の
で
集
会

を
始
め
ま
す

⑯
―
―
を
揃
え
て
行
進

⑱
不
義
理
を
重
ね
て
い
る
の
で

―
―
が
高
い

⑳
不
注
意
。
―
―
な
こ
と
は
言
え

な
い

㉒
―
―
せ
ぬ
エ
ラ
ー
発
生

ヨ
コ
の
キ
ー

①
医
師
が
診
察
し
に
来
る

④
朝
食

⑦
鋳
型
に
流
し
作
る
器
物

⑧
ま
い
っ
た
と
―
―
す
る

⑨
―
―
を
言
わ
さ
ず
連
行

⑩
線
。
ス
タ
ー
ト
―
―

⑪
み
な
さ
ん
、
き
み
た
ち

⑬
―
―
人
形
、
―
―
の
紋

⑮
既
知
の
対

⑯
世
界
記
録
―
―
者

⑰
強
い
―
―
で
計
画
遂
行

⑲
翌
日
の
朝

㉑
―
―
に
錦
を
飾
る

㉓
２
月
―
―
は
事
始
め

㉔
こ
こ
は
原
発
事
故
後
ず
っ
と

帰
宅
困
難
―
―
だ

㉕
私
の
―
―
は
寿
司

応
募
方
法

答
え
は
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル

に
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

と
、
ひ
と
こ
と
添
え
て
組
合
員
活

動
部
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

送
り
先
は
12
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
15
名
の

方
に
Ｑク

オ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

◆
締
切
は
6
月
30
日〈
消
印
有
効
〉

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル
カ
ギ
を
解
き
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
す
か
？
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『私の戦争体験』
『私の地元おすすめスポット』
『ぬりえコンテストの原画』の
郵送先はこちらへお願いします

●送り先
〒599-8124  堺市東区南野田127

大阪みなみ医療福祉生協・組合員活動部
●お問い合わせ先　TEL 072-236-0420

『私の戦争体験』
『私の地元おすすめスポット』
メールでの投稿先はこちらへ

●送り先
kumikatu-2@osakaminami.net　

（ぬりえの原画はメール不可、
現物をご提出ください）

大好評の『ぬりえコンテスト』開催に先立ち、
ぬりえの原画を募集します！
原画のテーマは 来年の干支『未（ひつじ）』です。
ご応募いただいた作品のなかから、採用された方には
500円分のクオカードを贈呈いたします。
下記の要項をご確認の上お送りください。たくさんのご応
募をお待ちしております。〈応募は1人1作品とします〉

原画作品についてのルール

❶イラストのテーマは『未（ひつじ）』（背景や飾りなどは
自由に描いてください）。
❷裏表とも白いA4サイズの用紙にイラストを【縦14cm
×横19cm（おおよそでかまいません）】のサイズで描

いてください（紙の材質は問いません）。
❸イラストのふちを黒い線でハッキリと描いてください。
❹著作権を侵害しない〈オリジナル作品〉に限ります。

応募方法

■ 締め切り： 2026年 6月30日（消印有効）
■ 応募方法： 住所・氏名・年齢をご記入いただき、ひと

ことお書きの上、お近くの診療所にお持ち
いただくか、郵送でご応募ください。 
メールでの応募は禁止、原画の現物をご提
出ください。

■ 賞　　品： クオカード500円分
■ 採用発表： 『くらしと医療』2026年8月号にて発表後、

賞品を発送させていただきます。

ご応募いただいた作品は返却いたしません。また、応募作
品の著作権は、応募した時点で大阪みなみ医療福祉生活協
同組合に譲渡したものとさせていただきます。

『ぬりえコンテスト』『ぬりえコンテスト』のの
原画原画をを募集します!!募集します!!

2026年

『 』
『私の地元おすすめスポット』
『地元を見直そう』 記事を募集しています！
おすすめのウォーキングコースや観光スポット、釣
り場、お花がキレイな公園や絶景スポット、秘境など、
「みんなに知ってほしい！自慢したい！」おすすめス
ポットをご紹介ください！

❶自慢したい場所の名前と住所（知っていれば）
❷自慢したいポイントを200 ～ 1200文字
❸写真1～ 2枚　　❹おところ　　❺お名前

以上を明記の上、お送りください。

ハガキ・封書の送り先  〒599-8124 堺市東区南野田127　
 大阪みなみ医療福祉生協・組合員活動部

メールはこちらへ  kumikatu-2@osakaminami.net

ハガキや封書、メールに住所・氏名・年齢を書いてお送りください。

表紙の写真 テーマは「夏」。採用者には「QUOカード」をプレゼント！

川柳・俳句・短歌 テーマなし。

組合員さんの声 テーマなし、150字以内で。

クロスワード
クイズ

答えを書いてお送りください。正解者の中から抽選で15名に「QUO
カード」をプレゼント！

私の地元
おすすめスポット

地元の穴場をご紹介ください。写真1～ 2枚と自慢したいポイント
を200 ～ 1200文字以内で。

私の大切な思い出 後世に残したいこと､ 忘れられない思い出、懐かしい思い出の写真
をお送りください。写真1枚とエピソードを200字以内で。

※いずれも 毎月末締切〈消印有効〉です。
※ご提供いただいた写真はお返しできません。あらかじめご了承ください。

大人気
コーナー


